
評価に当たって整理すべき事項の概略（イメージ）①

SRM

月齢

感染実験データ

vCJD

中枢神経（範囲）
※２

※２ ｖCJD：変異型クロイツフェルト・ヤコブ病

※１ PrPsc：異常プリオンタンパク質

牛群の感染状況

・PrPsc の検出可能時期

ヒト食肉等

・検査対象
・国境措置

※１

諮問内容

生 体 牛

・分布

評価に当たって整理すべき事項の項目毎のイメージ②

生体牛
（１）感染実験データ

①蓄積部位 ・・・ 中枢神経系、その他の部位
②蓄積時期
※感染実験の用量の影響、感染と発症の関連等

（２）牛群の感染状況
①発生状況 ・・・ 月齢構成、サーベイランス
②侵入リスク ・・・ 生体牛、肉骨粉等の輸入量
③国内安定性 ・・・飼料規制、SRM利用実態、レンダリング、交差汚染防止対策

食肉等
（１）と畜場での管理状況

・・・ SRM除去、ピッシング、と畜場での検査、と畜月齢の分布 等

vCJD
・・・ 発生状況、疫学情報等

非定型BSE
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